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別紙                    氏 名  川村 つよし  

質 問 事 項 

 

№ １－１  

獣害対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 ゴールデンウィークに入ったばかりの４月28日、森林公園で人がイノシシに

襲われ怪我をしました。 

 イノシシによる人身被害について、という環境省公表の資料によると、2016

（Ｈ28）年度から2023（Ｒ05）年度まで、被害人数は年間約50～80程度で推移

しています。 

 第一法規の、議員ＮＡＶＩという議員向けのウェブマガジンがあり、３月頃

の特集記事のテーマの一つに「獣害」がありました。 

 記事の筆者の一人、江口祐輔、麻布大学教授は「鳥獣害対策が進み、継続的

に被害を減少させている、又は抑制に成功している地域には共通点がある。多

くの場合、農業者が自立的に、かつ地域で共通の意識を持って対策に取り組ん

でいる。逆に、捕獲ばかりに依存して被害をゼロにした地域を筆者は知らな

い。」と言います。まず、これまでの、獣害対策について、お聞きします。 

 

（１）これまでの獣害対策について 

 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  川村 つよし  

質 問 事 項 

 

№ １－２  

獣害対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（２）イノシシなどの生息域を広げないために 

   県の農業振興課に「野生イノシシ対策室」がありますが、その事業内容

を見ると、「経口ワクチンの散布」「野生イノシシの豚熱ウイルス検査」「野

生イノシシ捕獲の強化」「移動防止柵の設置」が掲載されていました。い

ずれも、豚熱の拡散防止を主眼に置かれているようです。 

   昨年、政務活動費で購入した本に「獣害対策」という本があります。「経

口ワクチンの散布」、「野生イノシシの豚熱ウイルス検査」、は豚熱そのも

のの対策ですが、よくある捕獲や移動防止柵だけでは、対策として効果が

上がらないのではないかと、「獣害対策」を読んで思いました。 

   この本でも、紹介されているのが、島根県美郷町でした。 

   捕獲や移動防止柵の前に、イノシシの餌となるような物を放置しない。

イノシシが身を隠せるような場所を減らす。この対策抜きには、獣害を減

らすことはできないと思います。 

   自治体の境界線とは関係なく移動する獣の対策は、尾張旭市の取組だけ

では、効果は得にくいと思われるため、愛知県に対し、広域で知識の普及

と成功事例に基づく実践を求める必要があるのではないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

 愛知県の、現在の対策は、どのようになっていますか。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  川村 つよし  

質 問 事 項 

 

№  ２   

やさしい日本語による窓口対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 「やさしい日本語」とは、外国人等にも分かるように配慮し、簡単にした日

本語のことです。1995年の阪神・淡路大震災では、日本人だけでなく日本にい

た多くの外国人も被害を受けました。その中には、日本語も英語も十分に理解

できず、必要な情報を受け取ることができない人もいました。 

 そこで、そうした人達が災害発生時に適切な行動を取れるように考え出され

たのが「やさしい日本語」の始まりです。 

 阪神・淡路大震災以降の、技術の進歩を考えると、スマートフォンなどによ

る翻訳アプリなどもあり、印刷された文字にスマートフォンをかざすだけで

も、翻訳ができる、音声認識機能もかなりの水準で、それによって意思の疎通

が可能とも思えますが、元旦の能登半島地震においても、被災した外国人は支

援から取り残されがちになっています。 

 通常時から、簡易な日本語を使うように心掛けることは、非常時の訓練にも

なります。 

 また、分かりやすい日本語を使うことは、人口の14％いると言われる、境界

知能の方との意思疎通にも有効です。 

 やさしい日本語について、現在の尾張旭市の取組は、どのような状況かお聞

きします。 

 

（１）研修の実施状況について 

 

（２）文書作成時の配慮について 

 

（３）ごみの出し方について 

 

（４）図書館の使い方について  

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  川村 つよし  

質 問 事 項 

 

№  ３   

小中学校の校外学習における事故防止について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 子どもたちが楽しみにしている学校行事は、十分に安全が確保されることが

前提ですが、その担保として、どのようなことを行っているか。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


